
 
 

平 成 ２ ９ 年 ４ 月 ２ ０ 日 

関 東 信 越 厚 生 局 

 

 

元保険医療機関への対応について 

 

 平成２９年４月１９日、関東信越地方社会保険医療協議会に「元保険医療機

関の指定の取消相当」について意見伺いをした結果、「取消相当が妥当」との建

議がありました。 

これを受け、関東信越厚生局長は、以下の取扱いとすることを決定しました

のでお知らせします。 

 

【取消相当の内容】 

元保険医療機関の指定の取消相当の取扱い 

 （１）名  称   五反田イースト歯科 

 （２）所 在 地   東京都品川区東五反田一丁目１１番１２号 

大力ビル６階 

 （３）開 設 者   近藤 照彦 

 （４）指定の取消相当年月日   平成２９年４月２１日 

   ※ 当該保険医療機関は、平成２７年１０月１４日付で廃止となってい

ることから指定の取消相当の取扱いとするものです。指定の取消相当

の取扱いとは、指定の取消の行政処分と同等の取扱いとするものです。 

 

【取消相当に至った経緯】 

  当該医療機関は、平成２４年１０月１９日から保険医がいないにもかかわ

らず、平成２４年１１月以降の診療分が請求されていた。 

そのため、個別指導を実施した結果、保険医の登録を取消された歯科医師が、

自ら行った診療を保険請求したことを認めたため個別指導を中止し、平成２７

年４月から平成２８年４月までの延べ７回の監査を実施した。 

結果として、度重なる監査の通知にもかかわらず、正当な理由なく出頭せず、

監査を拒否した。 

 

【取消相当の理由】 

  健康保険法等に基づく監査を実施する旨、通知したが、五反田イースト歯

科の開設者である近藤歯科医師は、正当な理由なく監査を欠席した。 

このことは、健康保険法等に基づく監査について、保険医療機関の開設者が、

出頭を求められてこれに応ぜず、検査を拒み、忌避したものであり、保険医療

機関又は保険薬局の指定の取消を定めた健康保険法第８０条に該当する。 


